
研究代表者氏名 勝浦 哲夫 研究組織 人6

所属機関・部局・職 千葉大学 工学部 教授 所属機関所在地 千葉市

研究課題名 人工環境に対する生理反応の多型性に関する生理人類学的研究

研究の概要等 人類にとって新しい環境である人工環境は，自然環境とは異なる様々な影響を人

類に与えている。本研究はこうした人工環境に対するヒトの生理反応を詳細に検討

することにより，生理反応の多型性を明らかにすることを目的としている。

人類 ～ 万年の歴史の中で，ヒトはそのほとんどの時を自然環境の中で生500 700

活し進化してきた。したがって，ヒトはある程度，自然環境に対する適応能を身に

付けている。しかし，わずか数百年前に出現した新しい人工環境に対してヒトは必

ずしも十分に適応できているとはいえない。特にここ数十年間に急激に変化した人

工的な光環境，熱環境，音環境に対するヒトの適応能はまったく不十分であり，生

理反応の変異は大きく，反応型も一定ではない。そこで，本研究では 年間の研究5

期間内に，自然環境とは異なる人工的な光環境，熱環境，音環境に対する自律神経

機能，中枢神経機能，体温調節機能などの各種生理機能の反応を測定し，その生理

反応に内在する型を顕在化し，多型性を明らかにすることを計画している。
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研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）

研究経費 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 合計
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46,500 9,000 7,500 9,000 9,000 81,000降は内約額）
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